
福井県衛生環境研究センター活動報告 概要 

 
研修名 平成２９年市町災害時対応力強化研修（災害廃棄物処理） 

講師 田中宏和 （環境部） 
会場 福井県庁 正庁 

参加者 市町防災・廃棄物担当職員、県職員、市町清掃センター、広域事務組合等 

開催日時 平成２９年１２月１９日（火）１３：００～１６：３０ 

発表内容 熊本地震などの近年発生した自然災害では、災害廃棄物の仮置場が短期

間で満杯となり、分別もされにくいため処理が遅れるなどの課題がある。

このため、被災地の衛生環境を早期に復旧させるため、災害廃棄物に関す

る知識を身に付け、災害時の初動対応を円滑に行うことができる職員を養

成する目的から、危機対策・防災課主催で本研修が開催された。 

当センター田中主任研究員は外部講師として招かれ、「福井豪雨時の災害

廃棄物処理事例における課題と対応について～各自治体の対応の相違と後

の豪雨災害に生きた経験～」と題して講演を行った。講演では、福井豪雨

災害時に各被災自治体がとった対応の違いを被害の規模や地理的条件等か

ら分析して紹介した。また、実際に福井県が実施した災害廃棄物量の推計

手法を説明した。さらに、福井豪雨災害の経験を踏まえて対応し、災害廃

棄物発生量を抑制できた越前市東部集中豪雨災害時の対応例を紹介し、災

害廃棄物の処理を行う上で大きな課題となる便乗廃棄物への対策について

考察した。 

 


